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はじめに 
 近代オリンピックの創始者ピエール・ド・クーベルタン男爵 Pierre de Coubertin（1863-1937）
は、オリンピックを肉体と精神の向上の場と考えており、建築、彫刻、絵画、音楽、文学






における、オリンピック委員会主催の大芸術祭 Grand saison d'art1の概要については、スタ
ンリー・ヘニッグ Stanley Henig の『文化オリンピアードの音楽－パリ 1924 年 Music for the 
Cultural Olympiad – Paris 1924』（2012）によって述べられている。ヘニッグは、1924 年時
のパリのクラシック音楽、オペラ、バレエといった芸術おけるレベルの高さを世界に向け
て発信した、委員会主催の大芸術祭は、後の時代の芸術展示や文化プログラムの源流とも












                                                        
1 大芸術祭は、原語のフランス語ではグラン・セゾン・ダール Grand saison d’art と表記されて、日本語で
は、芸術の大シーズンという意味となり、本研究では大芸術祭と訳した。 
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れた。期間は 1924 年 5 月 2 日から 7 月 5 日の約 2 か月間で、演目は管弦楽、オペラ、バレ
エ、リサイタル、ガラコンサートなどで、合計約 60 回の公演2が、シャンゼリゼ劇場で行
われた。ちなみに、競技大会の予選は 5 月 4 日から、大芸術祭に並行して行われ、オリン



















President de la République Française や外務省 Ministre 
des Affaires Étrangères をはじめ政府機関の名がのっ
ている。さらには、国民美術協会 des Beaux-Arts の
名もあり、フランスの芸術に関係する様々な機関が
この大芸術祭に係っていたことが分かる。（図１） 
                                                        
2 大芸術祭の公式プログラムに載っていないが、新聞雑誌には大芸術祭の一環として掲載されていた公演
もあり、公演の合計数には約をつけた。 
3 公式報告書の正式名は『1924 年パリ夏季オリンピック競技大会公式報告書 Rapport officiel des Jeux 
Olympiques d'été de Paris 1924』（1924 年出版）であり、現在、オリンピック・ワールド・ライブラリーで
閲覧可能である。参照 URL https://library.olympic.org/Default/accueil.aspx 
4 1924 年の『オリンピック憲章―国際オリンピック委員会の定款、ルールと手引き Charte olympique - 
Statuts du comité international olympique, règlements et protocole』の「芸術と文学」という章（11 ページ）を
見ると、たしかに芸術競技に合わせて芸術的な行事が催されることが望ましいと記されている。この憲章
は現在、国際オリンピック委員会の公式ホームページで閲覧可能である。 
参照 URL https://www.olympic.org/olympic-studies-centre/collections/official-publications/olympic-charters 
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 大芸術祭で行われた約 60 回の公演は、様々な国の演奏家・演奏団体によって行われた。
それらを、フランスの演奏家・演奏団体とフランス国外の演奏家・演奏団体に分類し、公
演の具体的な作品を記述する。なお、大芸術祭の公演一覧は巻末資料に記載する。 
                                                        
6 1924 年のパリ・オリンピックのメイン陸上競技場は、パリ北西部近郊コロンブにあるコロンブ・オリン
ピック競技場 Stade Olympique de Colombes である。1924 年 7 月 5 日、この競技場でオリンピックの開会
式は行われたが、オリンピック旗の掲揚の際には C.ドビュッシーの《聖セバスティアンの殉教》のファン
ファーレが、選手宣誓と国旗の降納の際には C.サン＝サンサーンスの《英雄行進曲》が、ギャルド・レピ
ュブリケーヌ吹奏楽団によって演奏された。この開会式の様子は、1924 年 7 月 6 日付の夕刊紙『プティ・
パリジャン le Petit Parisien』に詳しく掲載されている。 
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２－１ 大芸術祭の開会式 
 まず、本格的な公演に先立ち行われた開会式 Séance Solennelle d’Inauguration について記





 共和国親衛隊に所属する軍楽隊、ギャルド・レピュブリケーヌ吹奏楽団 Musique de la 
Garde Républicaine は、ギヨーム・バレイ Guillaume Balay (1871-1943)の指揮によって、フ
ランス国家《ラ・マルセイエーズ La Marseillaise》、カミーユ・サン＝サーンス Camille
Saint-Saëns（1835-1921）の《英雄行進曲 Marche héroïque》、アンドレ・カプレ André Caplet
（1878-1925）の《第 5 部隊の行進 Marche de la 5e Division》を演奏した。どの作品もオリ
ンピックに参加する競技者たちの士気の高揚させるような曲調である。
次に、ジャン・リシュパン Jean Richepin（1849-1926）による『アスリートへの敬礼 Salut 
















の開会式についても、ピエール・ド・ラポムレイユ Pierre de Lapommeraye（n.d.-n.d.）
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モダンすぎる。マーク・ヘンリーによって翻訳された台本はとても素晴らしかった
が、グルックの音楽の入るタイミングが悪く、声に被り、セリフの理解を妨げてい
















パリ音楽院演奏会協会 Orchestre de la Société des Concerts du Conservatoire、コロンヌ管弦楽




コロンヌ管弦楽団は 1873 年から 1889 年の間に書かれたフランス人作曲家の作品を、ガ
ブリエル・ピエルネ Gabriel Pierné（1863-1937）の指揮で演奏した。具体的な作品は、以下
の表の通りである。（表 2） 
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ラムルー管弦楽団は、フランス作曲家による当時まだ新しい作品とフランス・バロック









合唱では、フランス合唱団 chorale française、ナント・スコラカントルム合唱団 chœur de 
Schola Cantorum de Nante が大芸術祭に出演している。 
フランス合唱団は、1924 月 5 月 3 日に行われた、ガブリエル・フォーレ Gabriel Fauré
（1845-1924）の抒情悲劇《プロメテウス》とアルテュール・オネゲル Arthur Honegger
（1892-1955）の劇的詩篇《ダヴィデ王》の演奏会に参加している。この演奏会についてラ



















（表 2）コロンヌ管弦楽団による 1924 年 5 月 9 日の演奏会 
（表 3）ラムルー管弦楽団による 1924 年 5 月 14 日の演奏会 
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ルダ Francisco de Lacerda （1869-1934）の指揮で、J.C.バッハの《ヨハネ受難曲》を演奏し
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ているのかもしれない。 
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祭の中で、フランスの現代の抒情劇を代表する作品として、外国人の目に映りえるとも述

































夕刊紙『プティ・パリジャン Le Petit parisien』は、大芸術祭の開催中、文化欄で毎日、
大芸術祭の公演を紹介していた。その中で、先述のバレエ・リュスとコンセルトヘボウ管
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ガラコンサートは、以下のように、大々的に宣伝されている。（図 4、図 5、図 6）
 
オランダのコンセルトヘボウ管弦楽団とトーンクンスト合唱団は、ウィレム・メンゲル
ベルク Willem Mengelberg（1871-1951）の指揮によって、ベートーヴェンの第 1 番と第 9
番の交響曲やバッハの《マタイ受難曲》、ラヴェルの《ラ・ヴァルス》、フォーレの《レク
イエム》を 3 回の公演にわたって演奏した。この演奏会について、1924 年 5 月 30 日号の























（図 4）ウィーン国立歌劇場 （図 5）カザルス管弦楽団 （図 6）アンナ・パヴロワ 
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（図 7）ルーマニア音楽ガラコンサート （図 8）チェコスロバキア音楽祭 
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5 2 公式開会式
2 クロチルド・サハロフとアレキサンドル・サハロフによるガラコンサート
3 フォーレの《プロメテウス》、オネゲルの《ダヴィデ王》
4 パリ音楽院演奏会協会の演奏会
5 マリア・バリエントスとワンダ・ランドフスカの古楽演奏会
7 エドゥアール・リスラーのピアノリサイタル
8 マリウス＝フランソワ・ガイヤールのピアノリサイタル
9 コロンヌ管弦楽団の演奏会
10 マリア・バリエントスとワンダ・ランドフスカの古楽演奏会
11 アレクサンダー・ボロフスキーのロシア音楽ピアノリサイタル
12 プロコフィエフの自作品の演奏会
14 ラムルー管弦楽団の演奏会
15 ナント・スコラカントルム合唱団の演奏会
16 ルーマニア音楽ガラコンサート
17 アンナ・パヴロワのガラコンサート
18 コンセルトヘボウ管弦楽団の演奏会
18 アンナ・パヴロワとニノン・ヴァランのガラコンサート
19 コンセルトヘボウ管弦楽団の演奏会
20 ダムロッシュによるベートーヴェンシリーズ
21 コンセルトヘボウ管弦楽団の演奏会
22 コンセルトヘボウ管弦楽団の演奏会
24 コンセルトヘボウ管弦楽団の演奏会
24 カザルス管弦楽団の演奏会
25 カザルス管弦楽団の演奏会
26 バレエ・リュス：《女羊飼いの誘惑》、《牡鹿》、《結婚》
28 ウィーン国立歌劇場、《ドン・ジョバンニ》
29 ウィーン国立歌劇場、《後宮からの誘拐》
30 ウィーン国立歌劇場、《フィガロの結婚》
31 ジョセフ・ホフマンのピアノリサイタル
31 ウィーン国立歌劇場、《後宮からの誘拐》
6 1 ウィーン国立歌劇場、演奏会
1 ウィーン国立歌劇場、《フィガロの結婚》
2 ウィーン国立歌劇場、《ドン・ジョバンニ》
3 ダムロッシュによるベートーヴェンシリーズ
4 バレエ・リュス：《プルチネッラ》、《うるさがた》、《結婚》
6 バレエ・リュス：《女羊飼いの誘惑》、《牡鹿》、《ペトルーシュカ》
11 バレエ・リュス：《結婚》、《牡鹿》、《イーゴリ公の踊り》
13 バレエ・リュス：《教育不足》、《ブルートレイン》、《ペトルーシュカ》
14 リード合唱団
15 リード合唱団
18 イグナツィ・パデレフスキのピアノリサイタル
18 レオン・ザックスの《城主たち》
20 バレエ・リュス：《パレード》、《うるさがた》、《牡鹿》、《ブルートレイン》
22 バレエ・リュス：《プルチネッラ》、《牡鹿》、《結婚》
22 レオン・ザックスの《城主たち》
25 バレエ・リュス：《教育不足》、《うるさがた》、《春の祭典》
26 レオン・ザックスの《城主たち》
27 バレエ・リュス：《パレード》、《ブルートレイン》、《女羊飼いの誘惑》
28 バレエ・リュス：《春の祭典》、《プルチネッラ》、《結婚》
29 バレエ・リュス：《教育不足》、《うるさがた》、《チマロジアーナ》、《ペトルーシュカ》
30 バレエ・リュス：《女羊飼いの誘惑》、《ブルートレイン》、《結婚》
7 2 チェコスロバキア音楽祭
3 チェコスロバキア音楽祭
5 チェコスロバキア音楽祭
? ダムロッシュによるベートーヴェンシリーズ
? ダムロッシュによるベートーヴェンシリーズ
? ダムロッシュによるベートーヴェンシリーズ
? ダムロッシュによるベートーヴェンシリーズ
大芸術祭の公演一覧
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月　日　公演内容
